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受験番号 

問題番号 R3 Ⅲ-2 

答案使用枚数 枚目      枚中 

技術部門    建設       部門 

専門とする事項 

○受験番号，答案使用枚数，選択科目及び専門とする事項の欄は必ず記入すること。 

●裏面は使用しないで下さい。 ●裏面に記載された解答は無効とします。                    24 字×25 字 

1 . 予 防 保 全 の 推 進 に お け る 課 題  

1 ) 点 検 の 効 率 化  

道 路 橋 の 点 検 の 場 合 、 直 接 目 視 ま た は そ れ と 同 等 な

方 法 で 点 検 を 行 う こ と が 定 め ら れ て い る 。 現 状 で は 知

識 と 経 験 を 持 つ 点 検 者 の 近 接 目 視 点 検 に 頼 ら ざ る を 得

な い 。 近 接 目 視 点 検 に は 、 仮 設 足 場 工 や 点 検 車 両 が 必

要 で あ り 、 こ れ ら を 含 め た 点 検 費 用 と 時 間 が か か る た

め 、 結 果 と し て 修 繕 に 十 分 な 費 用 を 配 分 す る こ と が で

き ず 、 予 防 保 全 が 進 ん で い な い 。 点 検 の 効 率 化 が 課 題

で あ る 。  

2 ) 修 繕 の 効 率 化  

道 路 橋 の R C 床 版 の 修 繕 を 例 と す る と 、 作 業 時 間 と

作 業 空 間 の 制 約 が あ り 、 修 繕 作 業 の 機 械 化 が 困 難 な こ

と が 多 い 。 修 繕 作 業 （ ひ び わ れ 補 修 、 断 面 修 復 、 各 種

補 強 工 ） も 多 く は 人 力 作 業 に 頼 っ て い る 現 状 で あ る 。

ま た 中 小 橋 梁 で 使 用 材 料 が 小 ロ ッ ト の 場 合 は 、 費 用 が

割 高 に な る こ と も 多 い た め 、 修 繕 作 業 の 効 率 化 が 課 題

で あ る 。  

3 ) メ ン テ ナ ン ス 対 象 の 集 約  

道 路 橋 を 例 に と る と 、 維 持 補 修 が 必 要 な 橋 の 数 は

5 0 万 橋 を 超 え 、 そ の 7 割 は 地 方 自 治 体 が 維 持 管 理 を 行

っ て い る 。 管 理 者 が 人 ・ 予 算 を 十 分 に 配 置 で き ず 、 予

防 保 全 を 理 想 と し な が ら も 、 劣 化 度 が Ⅳ や Ⅲ に 達 し て

か ら の 事 後 保 全 と せ ざ る を 得 な い 状 況 に あ る 。 メ ン テ

ナ ン ス 対 象 施 設 の 集 約 が 課 題 で あ る 。  
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受験番号 

問題番号 R3 Ⅲ-2 

答案使用枚数 枚目      枚中 

技術部門    建設       部門 

専門とする事項 

○受験番号，答案使用枚数，選択科目及び専門とする事項の欄は必ず記入すること。 

●裏面は使用しないで下さい。 ●裏面に記載された解答は無効とします。                    24 字×25 字 

2 . 最 も 重 要 と 考 え る 課 題 と そ の 対 策  

前 項 2 ) で 述 べ た 「 修 繕 の 効 率 化 」 を 最 重 要 課 題 と

し て 、 以 下 に そ の 対 策 に つ い て 述 べ る 。  

1 ) 機 械 化 、 P c a 化 の 推 進  

道 路 橋 の 床 版 修 繕 を 例 と す る 。 人 力 に 頼 る 修 繕 作 業

に 代 わ り 、 R C 床 版 の 解 体 撤 去 と P c a 床 版 で の 交 換 を 推

進 す る 。 P c a 化 と 機 械 化 に よ る 作 業 の 効 率 化 、 修 繕 に

必 要 な 期 間 の 大 幅 な 短 縮 が 可 能 と な る 。  

2 ) 大 ロ ッ ト 化 と 機 械 化 の 推 進  

道 路 橋 の R C 床 版 補 修 を 例 と す る 。 人 力 に よ る 断 面

修 復 作 業 に 代 わ り 、 ウ オ ー タ ー ジ ェ ッ ト に よ る は つ り

作 業 と 吹 付 モ ル タ ル に よ る 断 面 修 復 工 を 推 進 す る 。 作

業 規 模 の 大 ロ ッ ト 化 に よ る ス ケ ー ル メ リ ッ ト と 、 修 繕

作 業 の 機 械 化 に よ る 作 業 効 率 の 向 上 と 期 間 短 縮 が 計 ら

れ る 。  

3 ) 初 期 品 質 の 向 上  

橋 梁 上 部 工 や 下 部 工 の 新 設 を 行 う 際 に 、 施 工 の 良 し

悪 し に よ り 初 期 品 質 が 左 右 さ れ や す い 現 場 作 業 を 省 略

で き る 、 P c a 部 材 や 埋 設 型 枠 の 使 用 を 推 進 す る 。 初 期

品 質 を 高 め る こ と で メ ン テ ナ ン ス 頻 度 を 下 げ る こ と が

で き る た め 、 修 繕 の 効 率 化 に つ な が る こ と が 期 待 で き

る 。  

4 ) 交 換 が 容 易 な 構 造 の 採 用  

橋 梁 の 床 版 交 換 の 際 に 不 具 合 （ 桁 の 耐 荷 力 不 足 や 偏

荷 重 に よ る ね じ れ な ど ） が 発 生 し に く い よ う に 、 鋼 桁
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受験番号 

問題番号 R3 Ⅲ-2 

答案使用枚数 枚目      枚中 

技術部門    建設       部門 

専門とする事項 

○受験番号，答案使用枚数，選択科目及び専門とする事項の欄は必ず記入すること。 

●裏面は使用しないで下さい。 ●裏面に記載された解答は無効とします。                    24 字×25 字 

は 非 合 成 構 造 を 採 用 す る 。 現 場 打 ち P C 橋 に お い て は

P C 鋼 材 の 外 ケ ー ブ ル 化 を 行 い 、 状 態 確 認 や 交 換 が 容

易 に 行 え る 構 造 と す る 。  

3 . 新 た に 生 じ う る リ ス ク と そ の 対 策  

1 ) 初 期 費 用 や 修 繕 費 用 の 増 加  

橋 梁 床 版 の 修 繕 で の P c a 部 材 化 更 新 や 断 面 修 復 工 の

吹 付 モ ル タ ル 化 、 構 造 物 新 設 時 の P c a 化 や 埋 設 型 枠 使

用 に よ り 、 修 繕 費 用 や 新 設 費 用 が 一 時 的 に 増 加 す る 。

し か し 供 用 期 間 で 考 慮 す る と 修 繕 回 数 の 抑 制 が 可 能 に

な る た め 、 施 設 の ラ イ フ サ イ ク ル コ ス ト で 評 価 す る 手

法 を 導 入 す る 。 な お 、 正 し く 評 価 を 行 う た め に は 、 要

求 性 能 ど お り の 初 期 品 質 や 修 繕 品 質 の 確 保 と 確 認 が 重

要 で あ る 。  

2 ) 対 応 困 難 な 施 設 の 発 生  

中 小 規 模 の 橋 梁 の 場 合 や 、 施 設 設 置 場 所 の 周 辺 条 件

が 制 約 と な り 、 前 項 で 説 明 し た 対 策 が 実 施 で き な い 橋

梁 が 発 生 す る こ と が 考 え ら れ る 。 予 防 保 全 は 有 効 な 手

段 で は あ る が 、 全 て の 施 設 に 適 用 す る に は 限 界 が あ る

た め 、 施 設 更 新 の 難 易 度 や 、 施 設 利 用 状 況 ・ 重 要 度 な

ど に 応 じ て 、 事 後 保 全 と 予 防 保 全 の 使 い 分 け を 行 い 、

維 持 管 理 修 繕 に あ た っ て い く 必 要 が あ る 。  

以 上  


